
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和４年度  須田小学校だより 令和４年１１月４日（金） 

 
 

須田っ子 第 19 号 
学校教育目標「進んで心やからだをすこやかにする子」 ･SU･ ･DA 
 

粘り強い 私でいたい 
校長    

１０月最後の全校集会では、「鍛える」という話をしました。「鍛える」といっても、身体では

ありません。「頭」の話です。 

頭を使う(考えたり、話を聞いたり、覚えたりなど)と、疲れます。つまり、頭にも体力が必要

です。頭も鍛えないと、頭体力がなくなっていきます。 

学習課題が出されたときに、頭の中が、「分からない」でいっぱいになると、もう先に進むこ

とは難しくなります。粘り強く、「分からないけど、どうすれば分かるようになるのか」を考え

ることが大切です。 

その場合、一人で考える場合もあれば、ペア等で考える場合もあります。今回は、友達と一緒

に考えることをメインに話をしました。 

なぜ、みんなで話し合ったり、考えたりすることは大切なのでしょうか。 

「間違うと嫌だから、答えを早く教えてほしい」「〇〇さんの言っていることだから、正しい

だろう」などと考える人もいると思います。 

学校の課題には、たいてい答えがあります。しかし、世の中には正しい答えが何か分からない

ものもたくさんあります。そんな問題に直面した場合、考える練習をしていないと、どうすれば

いいのかが分からなくなります。学校の勉強は、その考える練習もしているのです。 

○赤  ○黄  ○緑  ○黒   四つのボールがあったら、どのボールを選びますか？ 

全員が一つのボールを選べば、例えば赤を選べば、赤のボールだけを作れば売れます。しかし、

赤だけではない場合がほとんどです。 

「本当に赤を多く作ればいいのか」「他の色の方が売れるのでは？」 

「選択したものがもし間違っていたら・・・」→同じ考え方や見方をする人だけだったら、限

界があるのです。 

ネットを調べていると、自分の見方や考え方に似たものが出てくることが多いことに気付く

と思います。それは、フィルターがかかっているからです。自分と見方や考え方が同じような情

報は届くけれど、自分の見方や考え方とは違ったものは、はじかれていきます。つまり、世の中

の人は、自分の見方や考え方と同じ人が普通と考えがちです。この「フィルターバブル」により、

偏った見方や考え方になってしまいがちなのが、ネット検索の落とし穴です。 

いろいろな見方や考え方があることを知ることは、何かに行き詰まった場合に自分を救うこ

とにつながります。 

新潟県教育委員会では、次のようなことを大切にしてほしいと言っています。 

須田小学校は、創立 150 周年を迎えました。 

さっぱり分からないことも、実におもしろいと思い、みんなで問題を解く１１月にしましょう。 



 

《令和４年度 校内マラソン大会 各学年男女１位の結果》 
                 

令和４年度新潟県競書大会〈準特選〉 
４年生  

５年生  

５年生  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜第５８回加茂市・田上町児童生徒科学研究発表会＞ 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１年生 800ｍ   女子  ４分１４秒 

男子  ４分０８秒 

２年生 1150ｍ  女子  ６分１３秒 

男子  ４分４８秒  

３年生 1150ｍ  女子  ５分２９秒 

男子  ５分０６秒 

 

４年生 1500ｍ   女子  ８分２６秒 

男子  ６分４８秒 

５年生 1500ｍ  女子  ６分５４秒 

男子  ６分０５秒  

６年生 1850ｍ  女子 １０分３５秒 

男子  ７分３８秒 

２年男子と５年男子はこのコースの新記録です。 

令和４年１０月６日（木）に、３年振りに加茂市産業センターで、対面式で実施された科学研

究発表会の須田小学校の発表者です。 

３年生  「パラシュートをとばそう」 

４年生  「色によって温度はどうなる？？」 

５年生  「電気を通せる物って何だろう～電気の正体とは？～」 

６年生  「ぼくじゅうの一番落ちる方法」 

小柳建設株式会社様から加茂市の子供たちのために役立ててほしいと、図書カ

ードのご寄付をいただきました。平成22年度から、毎年市内小・中学校、幼稚園

・保育園・認定こども園にご寄付を続けていただいています。  

今年度も、この図書カードを使って、図書館に新しい本を購入し、子供たちの

読書活動の充実を図っていきたいと思います。 

１０月２８日（金）全

校集会で、花いっぱいコ

ンクール花壇プランタ

ーの部で入賞したこと

を紹介しました。その賞

状を、環境図書委員長に

渡しました。今もマリー

ゴールドやサルビアが

きれいに咲いています。 

１０月２９日(土)の資源回収には、たくさんの

方々のご協力で資源を回収することができまし

た。ありがとうございました。 


